
 

 

 

受
付
番
号 

受
付
月
日 

東郷町議会議長 殿 

東郷町議会議員 

一 般 質 問 通 告 書 

東郷町議会会議規則第５９条第２項の規定により、次の事項について

質問（一問一答方式・一括質問方式）したいので通告します。  

 記 

（注）要旨は、具体的に記載すること。  

質 問 事 項 質  問  要  旨 答 弁 者 

№ 3 － 1 

議席番号 番 氏 名 

会派名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 災害対策につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  「東郷町エコま

ちづくり計画」

「東郷セントラ

ル地区低炭素ま

ちづくり計画」に

 

⑴  「能登半島地震」は、能登地方に甚大な被害

をもたらし、復旧は困難を極めている。また、

気象庁は８月８日、「南海トラフ地震臨時情報

（巨大地震注意）」を発表した。 

巨大地震が発生する可能性が比較的高くな

っており、本町の特に「南海トラフ地震」を

想定した災害対策を早急に進める必要があ

る。 

ア 避難行動要支援者にかかる個別避難計画の

検討策定状況を問う。 

イ 防災意識の向上のため「防災講演会」等の

開催の考えはないか。 

ウ 本町では「東郷町住宅耐震化緊急促進アク

ションプログラム（令和 6年 3月）」によれば、

令和 3年度から 5年度までの平均で、耐震診

断が 16件、耐震改修が 2.3件である。そして、

令和 6年度の目標は、耐震診断が 40件、耐震

改修が 5件となっている。 

一方で「安価な耐震改修工法」の普及と耐

震改修補助金の増額により耐震改修を飛躍的

に進めている自治体がある。 

（ｱ） 「安価な耐震改修工法」を普及する考え

は。 

（ｲ） 「安価な耐震改修工法」の普及と耐震改

修補助金の増額により、耐震改修を飛躍的

に進める考えは。 

 

⑴   東郷町では、自動車に過度に頼らず、エネ

ルギーを節約し資源を大切にする、環境にや

さしいライフスタイルの実現に向けて、集約

型都市構造への転換を目指している。 

そこで、東郷中央土地区画整理事業区域及び

 

町長 

担当部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

担当部長 

 

 

 

加藤 宏明 

 

中野まさひろ 

３ 
令和６年８月１４日 

午後 ４時２２分 

 ５ 

無 会 派 



 

 （注）要旨は、具体的に記載すること。  

質 問 事 項 質  問  要  旨 答 弁 者 

№ 3 － 2 ５番 氏名 中野まさひろ 

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 農業の「地域計

画」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
４ 児童館・放課後

児童クラブ・放課

後子ども教室の現

状及び課題につい

て 

 

 

 

 

 

役場周辺を「東郷セントラル地区」とし、集

約型都市構造への転換を目指す本町の中心核

として、町全体の低炭素化をリードする先導

地区としてふさわしい様々な環境施策を導入

するとともに、その効果を町全体に波及させ

ることを目的に、「東郷町エコまちづくり計画

（全体計画）」を策定した。 

また、地球環境にやさしいまちづくり、コ

ンパクトなまちづくりを推進する「都市の低

炭素化の促進に関する法律（エコまち法）」に

基づき、東郷セントラル地区を計画対象とし

た「東郷セントラル地区低炭素まちづくり計

画（法定計画）」を策定した。 

ア 令和５年度末で計画が終了しているが、全

体の評価は。 

イ 次期計画の策定予定は。 

 

⑴  農業の「地域計画」の策定に当たり、地域

の農業者を始め、農地所有者及び地域住民の

方々が地域の農業の未来を話し合う座談会

「農業の未来会議」が各地で開かれた。 

東郷町の農家・農業を取り巻く環境の変化

や課題等を整理し、地域の話し合いの場を通

じて、地域農業の将来像及び目標地図の素案

について協議・検討し、地域が目指す未来の

農業の指針となることを目的とし、令和 5・6

年度の 2か年で 5地区（諸輪、和合、傍示本、

祐福寺、部田）の農業の地域計画を策定する

計画である。 

ア 「地域計画」策定の法的根拠及び目的は。 

イ 「未来会議」の位置づけ及び目的は。 

ウ 「地域計画」策定までの工程は。 

エ 「地域計画」遂行の体制は。 

オ 「地域計画」策定後の見直し方法は。 

 

⑴   児童館も「放課後子ども教室」も利用者が

多く、飽和状態であるとの情報が寄せられて

いる。 

ア それぞれの利用者の状況はいかがか。 

イ 児童館も「放課後子ども教室」も「飽和状

態」だという声があるが、どのような認識か。 

ウ 児童館や「放課後子ども教室」の利用者が

多い場合は、どのように対応しているか。 
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担当部長 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 （注）要旨は、具体的に記載すること。  

質 問 事 項 質  問  要  旨 答 弁 者 

№ 3 － 3 ５番 氏名 中野まさひろ 

５ 不登校対策につ

いて 

⑴  文部科学省が公表した「児童生徒の問題行 

動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調

査」 では、全国の小中学校で 2022 年度に学

校を 30日以上欠席した不登校の児童生徒は前

年度から 5万 4108人（22.1%）増の 29万 9048

人と急増し、過去最多を記録した。在籍児童

生徒に占める不登校児童生徒の割合は 3.2％

（前年度 2.6％）であり、増加は 10 年連続で

ある。 

   本町も例外ではなく、出来る限りの対応が

求められる。 

ア 不登校・別室登校の児童・生徒の人数の推

移を問う。 

イ 不登校・別室登校増加の要因を問う。 

ウ 「ハートフル東郷」の利用状況を問う。 

エ 「校内教育支援センター」の設置等、今後

の対応策を問う。 

町長 

教育長 

担当部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


